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　図7に，大黄根茎部のEmodin（またはAloe emodin），Epicatechin，Epicatechingallateのイメー
ジングMS像を示す。Emodinは，木部に多く見られ，カテキン類は，全体的に存在していることが
分かった。カテキン類のような抗菌作用を示す2次代謝物は，その役割として外敵（菌）から身を守
るために存在しているといわれている。大黄の場合も同様であることが視覚的に示されている。

　イメージングMSに定量性はないが，HPLC（Table 1）との結果は互いを支持するものである。
　元々，青海省や甘粛省に産する「錦紋大黄」は，髄部のみを残すように修治されていることが知ら
れている。今回の結果は，センノシドが異常維管束周辺に局在していることを視覚的に示したことで，
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Emodin or Aloe emodi (m/z 271 [M+H]+) 

Epicatechin(m/z 329 [M+K]+) 

Epicatechingallate (m/z481 [M+K]+) 
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これまで実施されてきた大黄の経験的加工法について，科学的に理解しやすい情報を提供することが
できた。加えて，その他の成分の局在も示したことで，将来的に，薬効と，成分バランスの関係が明
らかにする手がかりとなり得る。

■結論
　今回，生薬の三七人参及び大黄について，イメージングMSを行った。結論として，各生薬に含ま
れている成分群局在を一度の測定で，抗体，蛍光物質を使用せずに表すことができた。本法は，既知
物質だけでなく，得られたシグナル全ての局在を解析できるため，新たな成分の発見，局在の決定な
ども見込まれる。今後，本研究をさらに進めることで，視覚的に生薬のグルーピング（基原植物，産
地，収穫年など）が可能になれば，迅速な生薬の品質保証技術となる。また，最適な使用部位の選択
並びに加工方法の提案に繋がる。生薬のブランド化を推し進める原動力としたい。
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